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   血素

第千草 総価及緒論

第・章  緒   言

 人類ノ血液ガ国種血球凝集反雄二ヨツテ之ク四型二分類シ得ラレルコトカ知ラレテヨリ以

来，斯様ナ現象ハ濁リ人血液二特有デアノレカ百カトノ疑問ハ営撚多数ノ人々ニヨツテ等シク

抱カレタトコロデアツテ，爾來言者家二体ツチ各種ノ動物血液ノ同種血球凝集反膝二就テ，或

八人類血液型テ基本トシテ，之ト謙種ノ動物血液トノ相互開係二於テ幾多ノ與味アノレ事費ガ

潜ンデヰルコトカ次第二嗣明セラレ，新ノ方面ノ研究ハ今後念力微二人リ細ヂ穿ツチ攻究セ

ラレントシテヰル．熱シナガラ豚血液二開スル期ノ方面ノ研究ハ水ダ充分ナサレテ居ルトバ

中サレナイ炊態デアル．印チ火ノ同種血球凝集反騰二鰯シテハ1907年二Riss1ing（1〕ガ之デ

認メ得ナイト云ヒ，1913年ニハFischbeinωハ豚血液二於テ稀二同種血球凝集反膝テ認メテ

ヰルガ，之ニョツチ豚血液ラ分類スルコトハ不可能デァルト靴午シテヰル二反シテi926年

二S・yma㎜wskj，Stetkicwi・・u，Wachkr（目〕比等ハ1豚血液二同種血球凝集反嬢ヲ認メ，之二

体ツチ豚血液ヲ三群二分類シ久氏等ノ報告手ヨレバ，

 第一群ノ豚血球ハ被凝集性テ育シ，共血液ハ凝集素ヲ有セズ．

 第二群ノ豚血球ハ被凝集個三テ有セズ，英ノ血清ハ第一群豚血球テ凝集ス、

 第三群ノ豚血球ハ被凝集性ナク，火ノ血清モ凝集素テ有セズ．

 耐シテ氏寺ハ第一群ノ豚血球ノ被凝集性物質テAトシ之二射スノレ第二群ノ豚血清中ノ凝集

素1チAnt五一Aト名ヅク，英ノAnti－Aナル凝集素ハA型人血球ニヨツテ結合吸着セラレ，他

ノO型及B型血球ニテハ吸着セラ・ノナ｛ガ敬二，豚血球ノAナル性質ト人血球ノAナル性質

トハ同一ノモノカ或ハ類似ノ；Eノド想像シテヰル．氏寺ノ得タ成緕テ共ノ後二於テ之ヲL追試

シ確讃シタモノテ見出シ得ナイノデアルガ，1｛）29年二宮崎U呂1氏ハ25例ノ豚血液二就テ，英

ノ血清ノ各型人血球二勤スル凝集腰ヲ槍シ，之ニヨツテ次ノ如ク三種類二厚別スルコトガ出
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來ルト報告シダ．

 1．A及AB型」血球ヲ特エ強ク三野災スルモノ．

 2．O及B型血1城テ特二独ク凝喋スルモノ．

 3．各型血ユ球二対シ極メテ弱ク殆ンド同程度ノ凝集倣テ示スモノ．

 而シテ是等ノ豚血清カボストコロノ各型人．［血誠二対スル凝側貫ノ1型的差薬ハ，豚血病中二

人同種血球凝集素鵯二似タ異種血球凝集素軌’テ主トシテ有スルモノ及β二似タβ’テ主トシテ

有スルモノガァルタメデァルコト引リ1ヵニシ，文人並紛テ蜘血エ球テ以テ吸着テ試｛，豚血球

中ニハ人類同種血球凝集原A二似タA’トモ確スベキギノハナイガ常二多少ノ人類同種血球凝

集原1B二似タB’テ有シテヰルト報告シク．

 氏ト爾後シテ我教室二於デモ上か舳32）民ガ諸種ノ動物血流ノ各型人血球二甜スル凝集

便ヲ槍シ，共ノ凝集便ノ所謂型的差異ニヨッテ謙種動物血清ハ大鎧二於テ五種類二分類シ得

ラ1ノルコトテ認メ，其ノ際豚血清ハ之テ四種類二分類シ僧ラレル］トチ報告セラレタ。氏ノ

分類ハ

 1．各型人血L球二対シテ拷々相等；シイ凝集贋ヂ示スモノ．

 2．凝集原Aラ布スル型ノ血球二対シテノミ特二高イ凝集慣ラ赤シ，之テ鉄グ血球二釣シ

テ低イ凝集贋テ示スモノ．

 3．凝集原Bデ布スル型二対シテノミ特二高イ凝集倣ヲ示シ，之テ鉄グ血球二対シテ低イ

凝集便テ万ミスモノ．

 4凝集原A及遍テ布スル理二対シテ共二高イ凝叫三倣テ水シ，之等ラ飲グ血球二対シテハ低

イ凝集傾ヲ示スモノ．

 等ノ四種デアル．

 以上ノ諸家ノ報告ニョレバ・豚血液ノ同種血球凝集灰蝉夫レ自身二f占流分冊索ノ饒地アル

コトハ明カデアリ，進シデ之ト人血液型トノ相互開係二至ツテハ興味アル事項ガ伏在シテヰ

ルモノノ如ク思バレルノデアルー価デ余ハ之等ノ鮎テ明カニセント欲シ，先ヅ豚血液ノ同種

血球凝集反騰二就テ實験テ試｛，次イデ之ト人血液型トノ相互開係二就テ些カ観察シタノ

デ，愛二共ノ結果デ報告シ識者ノ高致テ抑ギ度ハ思フ．

第二車 豚血液ノ同種血球凝集反鷹

 實験方法

 血清，豚血液チ採収シ室温二放置シテ血滴チ分離セシメ之チ蓮心機二装置シテ満澄ナ血蒲チ待テ，之チ

撮氏56度ノ温浴中二30分間加温シ非働性トナシテ之テ使州シダ．検査ノ員約二俵ヅテハ非働惟トスルコート

ナク使用シダ場合モア1レ．血清チ保存セントスルトキ川之二〇。5％ノ割合こ石炭酸テ加＾テ「アンブレ」二

密封シ氷室内二貯藏シテ置イタ．

 血球，腕繊維豚血液叉ハ掬鰍醸曹達チ加ヘタ4醐肉食鰯水ニテ凝固チ防イダ血液テ生瑚何食盤水チ以テ

鞍回洗浄シ，血球洲殿ヨリ生理的食麗水テ以テ1％ノ血球浮泌液チ作ツチ之テ使用シダ．
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878 水

 凝集反騰検査法，蓮績ホール礁’戸．ビニrビベソト」チ以テ血清チ各々2滴宛滴下シ，之二一血球浮漉液テ各

々1滴宛混和シ硝子ヂ擁リ動ガシテ血球ノ寓底二沈澱シ固着シナイ様二注意シッ・，30分後二於デ英ノ凝

集反膳チ検査シダ．成績ノ列定ハ主トシテ肉眼的砺見二体ヅテ行ツタが反態ノ微弱ナ毛ノ及凝集反騰｝謙

リ易イ暇性凝集反麟ト鼠ノ凝集反〕態トノ鑑別ニバ顯微鏡ノ下二於テ判定シダ．凝集反腰ノ書目載ハ英陽性ナ

モノテ十トシ，陰性ナモノチートシタ．

凝集反騰施行ノ温度，余ハ室温二於テ行ツタノフアルガ本質験ハ5月初ヨリ9月ノ間二行ヅタノヂ英室

温ハ摂氏20度チ下降スルコトハナカツタノデアルカラ，低温二於チノ…撰現スル自家及同種血球凝集反腰

ハ充分之テ…塵ケ倍ラレタモノト債ズルノデアルが此ノ鮎ニハ常二流意ヂ沸ツタ．

 實験施行ノ順序，同種血球凝集長懸ノ存否チ織スルニハ常二血清｝斑球トノ所謂交叉凝集反瞳検萱ヂナ

スチ普通トシ，余モ亦之二傲ヅタノデアルガ，余ハ豚血液チ居場目リ得タ關係上一時二歩藪ノ豚血液テ得

ルコトハ不可能デアルカラ，次ノ知キ方法ニヨツテ可及的多敷ノ豚血清ト豚血球ノ組合セニ於ケル凝集反

騰テ検査スル字トニシタ．即≠例之セパ，第1目二3頭ノ豚血液チ得タナラバ曲3頭ノ豚血清ト豚血球ト

ニ就テ，9ツノ組合セニ於ケル凝集反騰チ検査スル（低血球二自家血清チ作用セシメルモノハ勤照トスル

理テ7ル）．次二第2日二叉3頭ノ倣航液チ得タナラバ之二就テ前回ノ如クニシテ英ノ凝集反騰テ絵シ，

更二発二第ユ日二得テ貯蔵シダ豚血蒲ト第2日二律タ豚血球トチ組合セテ英ノ凝集反騰テ検査スル、斯様

ニシテ順次二多藪ノ豚血清及倣血球トノ凝集反騰テ検費スルノデアル．耐シテ血球ハ毎鴬探取篤日ノ翰鱗

ナモノテ使用シ，血清内ノ凝集素ハ後二逃ペル様二共保存法官シキテ待バ相當長時日二亘リ凝藁カテ保有

スルチ認メダケレドモ諌言蓼ノ…原因トr…ナヲニノゴトテ帆レ血滴ハ3週日以．ヒ貯藏ツタモノハ之チ便踊シナ

カヅタ．

 實験成績

 総藪80頭ノ豚血液二就テ英ノ血清ト血球トノ組合セ総数137個ノ同種血球凝集反騰検査ノ

結果ハ第1表乃至第3表二示シダ．印チ豚血液二於テハ贋々同種血球凝集反騰テ認メルコト

ガ出來ル・然シナダラ典凝集反騰ノニ1人類血液二於ケル同種血球凝集反麟二比較スレバ極メ

テ微弱デ且反騰ノ速度モ違イ．

 次二之二体ツチ豚血液テ分類シ得ラレルカ否カテ考察スルニ，第1表乃至第3表デ通覧ス

レバ豚血液二於ケル同種血球凝集反騰ハー見秩序ナク護現スル檬二党エ，人血液二於テ同種

血球凝集反騰チ試ミタ場合二比シテ極メテ雑然トシテヰルガ詳細二各豚血液二就テ，英ノ血

球ノ性質ト血清ノ性質トヲ観察スルト大騒二於テ之テ次ノニツノ主ナ群二分類シ得ル穣二思

フ．

 第一群．血球ハ被凝集性ヲ有シ或ルー群ノ豚血清二ヨツテ凝集セラレ，英ノ血清ハ執レノ

豚血球ヲ’モ凝集セズ．

華二群血球ハ被凝集性テ有セズ，共ノ血清ハ身ト群ノ豚血球テ凝集スル・

 此ニツノ主群ノ外二，是等ノ異型トモ見得ラ・ノル豚並腋ガ少ナカラズ作在スル．師チ血清

ハ何レノ豚血球デモ凝集シナイガ，英ノ血球ハ第二群ノ豚ノ限定セラレタ少藪ノモノノミニ

依ツチ凝集セラレルモノ，或ハ血球ハ被凝集性テ鉄ギ共ノ血清ハ第一群豚血球ノ中ノ少数ノ

モノノミ＝チ凝集スルカ叉ハ金ク第一群豚血球チ凝集シナイモノ等デアツテ，之等ハ第一群又
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第三表 豚血液ノ同種血球凝集反鷹
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ハ第二群ノ豚血液ノ異型ト認ムベキモノ1り，或ハ余ノ實験二於テハ豚ノ年齢等ハ圃慮シナカ

ツタ・メニ未ダ血液ノ型特異性ノ分化ノ充分デナイモノカ，或ハ豚血液ノ同種血球凝集反膝
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880 水

ハ極メテ微弱ナタメニ血球ガ凝集素二幻シテ錐敏デナイモノハ凝集反廠テ認メルコトガ州來

ナイコトニ起因スルカ，裁二羽カニシ得ナイ．・

 之テ要スルニ豚j血液ハ同種血球凝集反廠ニヨツテ厳然ト之テ分類スルコトハ困難デアル

ガ，大鎧二於テ之ヲニツノ主ナ群二分類スル］トハ可能デアルト思7．

 Szymamwski比等ハ前述シダ様二三型二分類シタノデアルガ氏寺ノ所謂第三群ナルモノ

ハ余ノ賛験二於デモ之テ語メ格ラレルゲレドモ少数デアツテ，且第一群及第二群二於デモ不

規則ナ反廠テ示シ異型ト思バレル様ナ血液ガ存在シテヰルノテ見1ノバ，此第三群ハ第二群ノ

異型ノ内二編人スベキモノト思バレル．要スルニS・ym…weki比等ノ第二群ト第三群ハ血

球ノ性質二差異ハナイガ血清二凝集素テ有スルカ百カニョツテ決セラ1ノタノデァツテ，血清

内ノ同種血球凝集素ハ後二述ベル様二極メ＝テ凝集慣ガ低イガラ，少数ハ血戦二対スル反滋チ

以テ英ノ凝集素ノ有無テ決定シ，血液ノ性質ノミニヨツテ分類スルコトハ談謬テ招来スルー

因トモ域ルコい考ヘラレル．

 而シテ豚同種血球凝集素ノ吸着實．験ハ後述セントスルトコロデアルガ，共ノ實験ノ示スト

コロニ依レハ豚血液ノ同種血球凝集反雄二於ケル血球ノ被凝集性物質ハー種デアツテ，凝集

素モ之二対磨スルモノー種デアル．

 余ガ検シダ総数80頭ノ豚血液テ余ノ分類二随ツチ大ヰタ分類スルトキハ第一群二篤スルモ

ノ35頭（総数ノ44％），第二群二属スルモノ45頭（総数ノ56名）デアル．

第三章 豚同種血球凝集素

             第一節凝集価二就テ

 前章二於テ述ベタ如ク第二群ノ豚血清ノ第一群豚血球二対スル同種血球凝集素テ含有シテ

ヰル，英ノ凝集反雄ハ極メテ微弱デアルガ其ノ凝集償テ測定シダ．

 凝集憤測定法 血清チ遊降的二稀躍シ英ノ血清チrビベヅト」チ貝テ蓮綾トル硝丁ノ上二各々2滴宛

滴下シ，之二1％ノ血球生理的食酸水深雌液チ各々王滴宛加ベテ皿ク混和セシメ，30分後二英ノ凝集反騰

ノ成績ヂ検査スル，凝集反騰ノ判定ハ前章ノ場合ト同様テ｝，之ガ記載ニハ凝集反磨ノ程度二目ツチ俗ハ彊

度ノ凝集，丹ハ中等崖ノ凝集，十八微弱ノ凝集，土ハ肉眼ニテバ不著明デアルガ顕微鏡下二於テ陽性ナモ

ノ，一八陰性チ表スコト・シダ．凝集反腱施行ノ温度ハ掻兵20度以上ノ室温二於テ行ツタ．

 實験成績

 多数ノ第二群豚血滑二，多数ノ第一群豚血球ラ作用セシメテ兵ノ凝集慨デ粉シタノデアル

ガ，共ノ凝集贋ノ高イモノノー部テ第斗表二示シダ．印チ反雄二脇輿スル血球ノ異テルニ随

ツチ多少凝集優二差薬ハアルガ，一般二最低ハ血清原液二於テ半アジテ凝集反雌チ総メ僧ル

程度カラ多クハ血清ノ2倍乃至4侶稀粋二於テ凝策反確ガ陽性デ8脩稀緯液デ荷陽悩ノモノ

ハ極メテ稀デアル．

 条等ハ通常人同種血球凝集素ノ凝集贋テ比ノ方法二随ツチ測定シテヰルノデアルガ，一般

二人同種血球凝集反廠ハ血液テ数10倍月数100倍二稀緯シテモ商凝染反確ヲ認メ得ルノデア
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第四表

豚血液ノ型特異性二就テ

豚同種血球凝集素ノ凝集便
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筆
No． 18

No． 19

No． 21

＼血蒲番號

戸
No． 42

No． 44

No． 45

No．2 No．10

124816 124816
料 十 一 一 一

十十代十 一 一

仕丹十一 一

十 一 一 一 一

升 十 一 一 一

仕十 一一 ■ 一

No．23 No，25

124816 1248】二6
十 十 一 一 一

片付 ± 一 一

寸仲 士 一 一

十 一 一 一 一

件 十 一 ロ 一

什 十 一 一 一

No．11

1 2 処 8 16

十 一 一 一 一

片十 一一 一

仕十一 一一

No．27

1 2 4 8 16

十 一 一 ■ 一

仕 十 一 一 一

件 ± 一 一 一

血鱗r
   虞
血球
審號

No，35

1 2 4 8 16

No．37

No． 42

No． 44

No． 45

1 2 4 8 16

州 什 什 十

柵什什十
十十代什十

一  什 十 一 一 一

一  甘什 ± 一 一

一  十十代十 一 一

No．39

1 2 4 8 16

什 十 一 一 一

十十 十 一 ・ 一

・H・十 土 ■ 一

ッテ，之二比較シテ豚同種血球凝集反確ハ血清ヲ数倍二稀鐸スルト最早之テ認メ得ナイノデ

アノレ．

         第二節 豚同種血球凝集素ノ吸着試験

 吸着方法

 同種血球凝集素ヂ含有スル非働性血蒲原液一定量二数回充分生理的食麗水テ皿テ洗糠シダ血球沈澱チ血

蒲ノ量ノ牛星加へ，之テ良ク混和シ室温二1時間乃至2時間放置シ，英ノ間2，芝回趨枠シ，遠心機二装置

シテ上蒲テ探可・英ノ上清二就テ凝集反縢テ検査シ，虜直前ノ血滴ノ凝集反騰｝勤比スル・

北ノ場合二注意チ要スト思バレルコトバ前節二述ベタ地グ豚同種血球凝集素ノ凝集償ハ極メテ低イカラ

シテ血球沈澱テ加ヘルコト二回ツチ非特異性二凝集慣ノ低下テ來シ，錯メニ虜直後ハ凝集反騰陰性トナリ

當該血球ニヨツテ凝集素ガ吸着セラレタカト思バレル場合ガアリバシナイカト言フコトデアル．敬二吸着

試験二使用スル豚亙蒲ハ葉ノ凝集慣ノ可及的高イモノチ撰揮シ吸着二使用スル血球ノ量モ血清ノ量ノ牛星

チ使用シダ．

 賀験成績

 吸着二使用シダ血球ハ第一群豚血球，第二群豚血球，各型人血球，緬羊及山羊血球，家

兎，海撰及牛血球等デアツテ，其ノ域績ノー部ハ第5表二示シダ．印チ豚第35，37，39號血
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第五表 豚同種血球凝集素ノ吸着試験

血清
豚血球 No．No．No．

慶置 豚血清 424445
慶 No．35 十十十置 No．37 十十十前 Nα39 十十十

豚畠 N⑪．35 ÷十十0テ血吸 No．37 十十十
球着 No．39 十十十
豚二 No，35 一    一     一

Aテ
血吸 No．37 一     一     一

球着 No．39 一     一    一

人二 No．35 十十十○テ
血吸 No．37 十十十
球着 No．39 十十十一〇■

人二 No．35 一    一     一

Aテ血吸 No．37 一   一   一

球着 No．39 一    一     ■

八二 No．35 十十十Bテ血吸 No．37 十十十
球着 No．39 十十十
人二 No．35 一   一   □

ABテ
血吸 No．37 一    一    一

球着 No．39 一   ■   一

綱二 No，35 十十十手テ
血吸

Nσ．37 十十十
球着 No，39 十十十一
山二 No．35 十十十手テ
血吸 No．37 十十十
球着 No．39 十十十
家二 No．35 十十十兎テ
血吸 No．37 十十十
球着 No．39 十十十

水

溝ハ豚第42，仲，45號血球テ凝集スルノデアル

ガ，英ノ各血清テ第一群豚第44號血球ニテ魔置ス

ルトキハ慶直後ノ血清ハ執レノ豚血球二勤シテモ

凝集反旛陰性トナッタガ，第二群豚第43號血球テ

皿テ塵置シテモ慶直後ノ血清ハ倫凝集反磨テ星ス

ル．各型人血球ニテ吸着試験テ試ミルトキハ，豚

同種血球凝集素ハ欄リAレツェフトール」テ有ス

ル血球ニョッデノミ吸着セラレ，慶直後ハ各豚血

球二凝集反騰テ星シナクナッタ．共ノ他緬羊，山

羊，家兎，海狸及牛血球テ以テ吸着テ試ミテモ豚

同種血球凝集素ハ之等ノ血球ラ貝テハ結合吸着セ

ラレテイデ，鹿直後ト離モ各豚血球テ凝集シダ．

 以上ノ結果ヨリ考察スレバ，豚血液ノ同種血球

凝集反旛上二於ケル第一群ノ豚血球ノ被凝集性物

質ト人血球ノAレツェフトール」トハ類似ノ性質

ヲ有スルモノカ或ハ同一ノモノト推定セラレ，

S・ym・now・ki氏ノ報告シクトコロニー致スル結

果テ得タ．価デ第一群豚血液テA型トシ第二群

豚血液テO型トシ，第二群豚血清中ノ凝集素テ

Anti－Aト記載スルチ以テ適當ト思フノデ余ハ今

後ノ記載ニハコレテ使用スルコトニスル．

   第三節 豚同種血球凝集素

       ノ熱二樹スノγ抵抗

 豚同種血球凝集素ハ血清チ1麗氏56度ノ温浴中二

30分間加温スノレコトニ侯ツチ影響テ受ケナイコト

バ前牽ノ實験ニョツテ明カデァル．新鮮ナ豚血清

テ加温スルコトナク凝集反鷹ヲ試ミタ場合ト，之

テ非働性トシテ凝集反廠テ試ミタ場合け比較シ

テモ両者ノ成績ニハ大差ガナイガ，後章二於テ述ベルガ如ク豚血液二於テハ稀二同種血球溶

血圧嬢ガ存在スルガ敬二新鮮血清チ以テ凝集反騰ラ試ミルトキハ時二溶血ノタメニ凝集反騰

ガ不明トナルコトガアル．

 同種血球凝集素テ合有スル豚血清ノ多数テ撮氏63度ノ温浴申二30分間加温シ，冷去P後二被

凝集性テ有スノレ豚血球二対スル凝集反旛テ槍シクトコロ葉ノ大多藪ノモノニ於テ凝集反騰ハ

陰性トナツタ．釦チ豚同種血球凝集素ハ擬氏68度二30分間カ瀬スルコトニヨツテ大都分破壊

セラレ擾葦集カラ＝失フ．
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豚血L滋ノ型特異性二就テ 883

          第四笛 豚同種血球凝集素ノ保存

 同種血球凝集素テ有スル豚血清テ非働性ト・シ或ハ非働確トスルコトナク，之二α5％ノ割

合二万表酸テ加ベテ「アンプレ」二密封シ氷室内二保存スルトキハ凝集便ノ上ヒ較的高イモノニ

於ナパ2，3ク月乃至6，7ク月ノ間ハ被凝集性ヲ有スル豚血球二部シテ凝集カラ保有スルチ

認メタ．

    第四車低温二於テ襲現スル豚血液ノ同種及自家血球凝集長慶

 人血清及諸種ノ混血動物血清ハ低温二於デノミ自家』血球テ凝集スル所謂寒性自家血球凝集

反騰ノ係スルコトハ1901年二，AscoIi（12〕，K1ein㈹，1903年二Landstcim・（14：等ニョツテ

記載セラレタトコロデアツテ，我邦二於テ毛樋口〔24〕，山上ω，岩井及任㈹，諦戸（2高〕，松

田〔15〕，岸ti了〕等ノ諸氏二．コッテ人血清及諸種動物血清二於テ塞性血球凝集素ノ存在スルコ

トガ認メラレタ．

 余パ豚血液ノ同種血球凝集反騰テ検査スルニ際シテ，其ノ寒憧自家及同種血球凝集反灌二

留意スル必要ガアルガ敬二之二就テ些カ研索シテ見劣．

 賢験方法

 血滴テ遜降的二稀緯シ英ノ各々チ「ビペツト」チ皿テ2滴宛蓮績赤一ル硝子上二滴下シ，之二1％ノ血球

生理的食麗水浮泌液ヂ各々1滴宛混和シ，之チ搦氏3皮内外ノ氷室内二3時間放置シダ後英ノ凝集反腰テ

       第六表  ． 検査スル・
         一’             但本質験二於テハ屠場ヨリ得タ豚血液ハ直チ
    豚血蒲ノ寒性自家血球凝集灰膝

織烹ド・・一
   42－Aけ朴十十一

43   0

44    A

45   A

46   0

67   0

68   A

69   A

70   A

71   0

72   0

73    0

74    0

75   0

76   0

柵

井

糾

丹

什

十

代

什

十十

十

十十

十

十十

代

甘

十

十

十

十

十

十

±

i僻什什十十＿
併

糾

什

冊

什

州

什

＃

糾

十十

＃

十十

代

什

せ

甘

十

代

十

代

什

十

十

土

十

土

十

十

士

十

土

止

十 ±

二擾兵37度ノ艀卵器二攻メテ血清テ分離シ。血

球モ37慎二温メタ生理的食聴水ニテ洗瀞シ，之

冨リ1％ノ血球生理的食麗水浮涛演チ作ツタ・

 賓験成績

 多藪ノ豚血清二就テ實験テ試ミタノデア

ルガ，豚血清ハ殆ンド例外ナク低温二於テ

自家血球及他ノ豚血球テ凝集スルノデア

ノレ．

 耐シテ豚血清ノ自家血球凝集反騰ノ凝集

慣ハ第6表二示シダ如ク血清二ョツテ差異

ハアルガ最低2侶稀緯血清ヨリ最高16倍稀

緯血清ニテ陽性ノ範園デ，多クハ8倍稀耀

血清ニテ陽性ノ程度デアツテ比較的著明デ

アル．之等ノ成績ハ他ノ豚血球二作用セシ

メタ場合モ殆ンド同様デアツテ，前二述ベ

タ豚血液ノ型二關係パナイ・

 余ハ同種血球凝集素AntトAテ含有スル

【獅】



884 水

豚血清二，洗篠シダ英ノ豚ノ血球沈澱テ血清ト等量二加へ，之テ氷水中二2時間放置シテ後

遠心機二装置シテ葉ノ上滴テ採取シ塞憧自家血球凝集素ノ金ク吸着除去セラレタコトテ確認

シダ後，英ノ血清二A型豚血球ヲ作用セシメタトコロ（此ノ場合ハ舞氏23度ノ室温ニテ検査

ス），魔直前ノ血清ト同穣二凝集反廠テ呈スルチ認メ久醐チ同種血球凝集素Anti－Aト塞

牲血球凝集素トハ金ク別個ノモノデアルコトバ明カデアル．

第五章 豚血液二於ケル同種血球溶血圧腰

 豚血液二同種血球凝集反鷹ノ存在スルコトハ既二之テ述ベタ。豚血液二同種血球溶血圧鷹

ノ存在スルカ否カニ就テハ余ノ渉瀕シダ範園二於テハ文歓二記載セラレタモノチ見出シ得ナ

カツクノデ之二就テ些カ實験テ試ミタ．

 實験方法

 屠揚ヨリ得タ新鮮ナ豚血液目リ血清ノ分離スルチ待ツチ直二英血清テ試験管二1蛭宛トリ，之二5％ノ

豚血球生理的食盛水源游液テO．5靖宛入レ艀竈二2蒔閥攻メテ後共ノ溶血圧臆チ検萱スル、曲實験二於テ

モー時二歩数ノ豚血蒲ト豚血球ノ組合セニ於ケル溶血反騰テ検萱スルコトハ不可能プアルカラ，英ノ日二

得ラレタ豚血液相互二於ケル溶血反騰テ校シタノチアル．

 溶血憤測定法

 第1法．豚血清テ逓降的二稀緯シ之テ各々0．5蝿宛試験管二探リ，之二5％ノ豚血球生理的食麗水浮游

液α5蛯宛加べ更二補題トシテ溶血作用ナキコトテ確メタ新鮮豚血清ノ10借稀緯液テO・5睡加ベテ掻兵

37度ノ艀竈二2時間暇メタ後共ノ溶血圧魔チ検スル．

 第2法．前法ノ補髄トシテ豚血清稀榛液チ使用スル代リニ海瞑ノ新鮮血清ノ10倍稀鐸液テ使用スル．溶

血圧膳ノ記載八州ハ完全溶血，、帯ハ強度，糾ハ中等度，十八弱皮，±ハ痕跡ノ溶血ヂ赤シ，一八陰性ヂ示ス．

 然シ第2法二引レ場合二注意チ要スルコトハ或ル海涙血清ハ英10倍禰緯液O－5蝿二於テ豚A型血球ノ或

ルモノ・5％血球浮瀞液0．5蛭テ婚ソト完全二溶解スルニEノガ存スルコトデアル．余ハ23頭ノ海猿血清二

就テ検費シタトコロ，英ノ1頭ノ海瞑血清ハ箕10僚稀緯血清二於テ0型豚血球二勤シテハ嚢モ溶血作用チ

呈シナイ二毛拘ラズ，或ルム型豚血球二勤シテハ強度ノ溶血作用テ星スルチ認メタ．（海猿血滴ノ1o借稀

緯液O－5蛭二豚血球ノ5％浮游液テ0．5蛯加へ艀竈二2時間妓メタ後検ス）．1924年二Schi旺u・拙e1sb釘一

9e「（7〕氏寺ハ或ル海損血清がA型人血球及羊血球二鐵スル特異的ナ正常溶血素チ含有スル手ノガアヅテ，

之二就テ實験シダ結果A型人血球ト羊血球トノ「レツェフトール．1ノ共通的部分ノ存在スルコトチ記載シテ

ヰルノチアルガ，余ノ観察シダA型豚血球ノ或ルモノニ勤スル或ル海瞑ノ特異的ナ溶血作用ハ比等ノ記載

ト醤照シ，且余ノ護明シダ虹グA型人血球トA型豚血球トノ「レツェフトノル」ノ共翻的部分ノ存スルコト

ヂ彼我勤照シ考案スノレドキハ興味アル事費ガ存在スル様二思バレルノデアルガ，余ハ斯様ナ事項二就テ充

分研究スル機會チ有セナカヅタノヂ之等ノ關係並二斯様ナ海獲血清ハA型豚血球二勤シテー榛二作用スル

カ百カ麦二明言スルコトガ出來ナイコトテ遺†感トスル，

 貿験成績

 第7表二示シダ知ク，第51，52，53，56號ノ各豚血清ハ第5i，52，53，56號ノ各豚血球ト

執レノ組合セニ於デモ毫モ溶血作用テ有シテ居ラナイニモ拘ラズ，第54，55號豚血球二勤シ
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テハ血清原液三テ強度ノ溶血作用ヲ呈スルチ認メ，叉第59號豚血清ハ第58號豚血球及自家血

球二勤シテハ溶血作用ヲ育シテ居ラナイガ，第60號豚血球二部シテハ溶血作刑テ有シ，第

58，60號豚血清ハ溶血作刷テ有シテ届ラ手イ．

  第七表 豚同種血球溶血圧藤    之等ノ溶血作用テ有スル豚血清ノ溶血憤テ第一

豚血蒲
51  52  53  54  55  56

豚血球

o’
51 ■     一     一     一     一     一

52 ・     一     ■     一     一     一

53 一    一   ■    一   一   一

54 十十十一一十
55 十十十一一十
56 一      一    ■      一    一    i

備

585960
考

十一

  一nハ亦
58 一     一     一 溶溶ス

血血．
59 一    ■    一 灰反

騰騰
60 一十一 陽陰

性性
． ユ

備
考

十一

八 ハ亦
溶溶ス
血止
灰反
騰騰
陽陰
性性
 ヂ

法ノ測定法ニヨツテ測定スルトキハ血清原液二於

テ彊度溶血，2偶稀薄血清二於テ弱度ノ溶血ヂ呈

スル程度デアル．熱シナガラ第二法ノ測定法二從

ツチ補騒トシテ海復血清稀緯液テ使用スルトキハ

共ノ溶血反磨ハ著シク顯著けルノデアル、（後

述ス）

 前二述ベタ如クー時二多藪ノ豚血液ヲ得ルコト

ハ困難ナタメニ多藪ノ豚血清ト豚血球トチ組合セ

テ英ノ同種血球溶血圧雌テ検査スルコトハ困難デ

ァルヵラ，余ハ同種血球凝集反鷹ノ條下二於テ述

ベタ保存セル血清二新鮮ナ豚血球テ作用セシメ，

補題トシテ海撰血清ノ10倍稀澤液ラ使用シテ之テ

検査シダ．其ノ溶血働則定法ハ第二法ニヨツタ．

斯様二海狸血滑稀緯液テ補髄トシテ使用スルニ當

ツチ，余ハ海猿正常血清中ノ豚血球二部スル溶血

素テ分離シ之ラ除去シテ使用シナカツタノデ，余ノ得タ溶血便ノ測定域績ニハ豚同種血球溶

血素ト海猿血清ノ豚血球二勤スル正常溶亙皿作用ガ幾分知ハッテヰル課デアルガ，常二対照ニ

ハ注意テ沸ツタノデ大ナル過誤ハナイト信ズルノデアル．

 第8表ハ期クシテ検査ジター威綾テ示シタモノデアルガ，之当ヨレバ或ル豚血清ハ或ル豚血

球二対シテ撰操的二溶血作用ラ認メ得ルノデアツテ，第7表ノ威綾ト致シ，更二此ノ溶血

圧腱ノ結果ト同種血球凝集反確トヲ比較スルトキハー般二〇型豚血清ハA型豚血球二勤シテ

溶血作用テ星スルノテ認メ待ル檬デアノレガ必ズシモ両者ガー致スルモノデパナイ様ナ例ニモ

遭遇シ，両者ノ關係八街多藪ノ例二於テ検査シダ後二決定シナクレバナラヌト思フ．

 筒豚血漉ノ同種血球溶血反騰二關シデハ他日再ビ詳細ナ研索テ行ヒ，報告セyト欲シテヰルコけ附記

スル．

第六車 豚血清ト斉型人血球トノ闘係

        第一節 豚血清ノ各型人血球二醤スノγ凝集憤

 豚血清ハ各型人血球二鞘シテー様ノ凝集便テ示サスシテ，人血球ノ型二体ツチ著明ナ型特

異性ノ差異ヲ示スモノガアルコトバ跣二1925年二D61ter－3〕ノ認メテヰルトコロデアヅ

テ，民ハ此ノ凝集便ノ型特異的ノ差異ハ凝集反魔チ施行スル温度ガ高イ程著明トナリ，低温
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第 八 表

水

豚同種血球溶血反騰及其溶血便

豚血清 豚血球  血清稀鶴倍野
T  エ0  20  40  80 160320640ユ280

48（O）

52（0）55（A）59（O）60（A）

一    一    一    ・    一    一    一    一    一

裝w柵冊冊什十一一?    一     一     ・     ■     一     一      ■     一

綠�X榊冊・H・十一一

49（A）

52（O〕55（A〕59（O）60（A）

一    I    一    一    ■    一    ・    ■    一

?   一    一    ・    一    一    ‘    一    一

E    ■    一    ・    一    一    ｝    一    一

?   一    一    ・    ■    一    一    一    一

50（O）

52（O）55〔A）59（O）60〔A）

一    一    一    一    一    一    一    一    ■

?   一    一    ・    一    一    一    一    一

｡    一    一    一    ■    一    一    ■    6

U    ■    一    一    一    ■    一    一    ，

51（O）

52（O）55（A〕59（O）60（A）

，    ，    一    ・    ・    ，    一    ，    ・

B州州拙十十十一一一
?  ・   一     一   一   一   一   一   一

繒B舳拙十十十一一一

52（0）

器1f；59〔O）60（A）
■    一    ■    一    ■    ■    □    一    一

綠�B舳冊朴十一一｡    口    ■    ．    ■    一    一    一    ，

鏸w州榊冊什十一一

53（O）

52 （0）≡一 ，  一 一  一 一  ＿ ．＿  ＿

T5 （A） 冊 舳 朴 冊 柵 十十 十 一 一
T9 （O）  一  一  一 ・  一 一  ・  一  一

U0 （A〕、冊 拙 州 糾 そ十 十 一 一 ■

5処（A〕

52（O）55（A）

P著舳  一

一    一    一    ・    一    一    一    一    ■I

?   一    一    一    一    i    一    一    一

?   一    i    ．    ，    ，    一    一    一

?   一    ■   ・    一    ，    一    一    一

55（A）

52（O）55（A）59（0）60（A）＝
一    ■    ，    ・    ■    ’    一    一    一

?   一    一    ・    一    ，    ロ    一    一

?    ■   一     ・   一   一   □   ，   一

?   一    一    ・    一    一    一    一    一

58（A〕

58（A）

T9（O）

U0（A）

一    ■    一    ・    ■    一    一    一    一

?  ・   一   一   一   ■   一   ■   ■

?  ■     一   ・   一   一   一     一   一

59（O）

58（A）

T9（0）

U0（A）

一    一    一    一    一    一    一    一    6

?   一    一    一    一    ■    一    一    一

綠�B洲拙・H・什十一

60（A）

60（A）

581A）1

59（O）

60（A）

舳 柵 州 洲 拙 ・トト什 十 一

トナレバ差異ハ不著明トナリ或

ハ認メラレナクナルト述べ，一

般二豚血清中ニハ人血球ノAレ

ツエプトル」二対スル型特異

性ノ凝集素テ認メルコトガ多イ

ドτツテヰル、

 次イデ最近宮崎氏及上道氏寺

ニヨツテ種々ノ動物血清ソ各型

人血球二対スル凝集慣ノ所謂型

特異的差異ヲ目穣トシテ之テ数

種ノ型二分類セラレ，豚血清二

關シテハ宮崎民八三種類二，上

道氏ハ之テ四種類二分類シダ．

 余ハ前述シダ如ク豚血液テ同

種血球凝集反鷹ニヨツテ大騒二

於テ，O型トA型ノニ型二分類

シタノデアツテ，A型豚血球ト

A型人血球トハー定ノ關係アル

コトテ讃明シダ．ノデアルガ，斯

穣ナ事費トDδlter，宮崎，上

道民等ノ提唱スル豚血清ヲ其ノ

各型人血球二対スル凝集便ノ型

時異的差異ニコル分類トハ何等

カノ關係ノ存在スルモノト想像

シ，之二就テ實験テ試ミクノデ

アノレ．

 賓験方法

 凝集働則定法ハ第三章第一節二述

ベタト同様ノ方法ニヨヅタ．人血球

ハ1％ノ血球生理的食麗水浮漉液チ

使用シダ．本覚験二於テハ，英ノ凝

集便ノ測定二使用スル各型人血球ハ

可及的多藪ノ血球チ使用シテ検査スルコトガ必要デアヅテ，暇合同一型ノ血球デモ個人々々英被凝集性ガ

異ルが敬二，夫レニ目ヅテ超ル凝集憤ノ差異ト人血球ノ型ニヨヅテ凝集慣1ノ異ルトコロノ所謂型特異的差

異ト課ラナイコトが肝要テ｝アル．叉D砒erノ云ツチ属ル橡二凝集反魔施行ノ温漢が重大ナ影響テ有シテ

ヰルノブ㌧余ハ撮氏20度以上ノ室温デー行フゴいシダ．
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 費験成績

 余ハ総数60頭ノ豚血清ノ各型人血球二対スル凝集慣テ検シダ．其ノ中A型二属スル豚血清

ハ26例デ第g表ノ（1）二表示シダ通リデアツテ，O型二麗スル豚血清ハ34例デ第g表ノ（2）

二表示シク・其ノ両者テ比較シテ見ルト各型人血球二勤スル凝集慣ノ型特異的差異二於テ著

      第九表ノ（一）        第九表ノ（二）

  A型豚血清ノ人血球二野スル凝集硬    O型豚血清ノ人血球二対スル凝集贋

血蒲
番號

・」
A B A E

    1

Q0 1
Q0 1

1 20 20 20
3 40 40 40
5 40 60 60 40
7 40 40 40 40
9 20 20

1
80 60

16 ユ0 2
10 1

10 10
18 ユ0 、 10 10
19 5     ，Sg l    I60

5 40
21 5 一   ’ 5 5
22 60    ≒ 60 60

24 20 i 20 20 20
26 20 20 20 20
28 20 1o 20 20
29 40 20 40 40
34 40 20 20 20

36 20 20 20 20
40 10 10

I
10 10．

41 5 5 5 5
42 20 20 40 40
44 20 20

1
20 20

45 60 40  ； 60 40
49 5 5 40 40
60 60 40 j 60 60
68 10 10 40 20
69 20 20 I 20 20
70 10 101 40 20

血清
番號

O A 遇 A B

2 40 160 40 160
4 10 200 40 200
8 10 80 10 80
10 40 240 40 240
11 20 160 20 160

12 20 320 20 320
13 40 320 40 320
14 20 120 20 ユ20
15 20 80 20 80
17 10 320 40 320

20 2 40 2 40
23 1O 80 10 80
25 20 420 20 420
27 40 I20 40 120
30 20 160 20 ユ60

31 10 80 10 80
32 1O 80 10 80
33 10 160 1O ユ60

35 20 80 20 80
37 10 60 1O 60

38 1O 160 10 160
39 5 160 5 150
43 20 120 20 160
46 20 120 20 120
47 20 160 20 160

48 40 320 320 320
50 10 240 80 240
67 5 80 1O 40
71 2 40 5 20
72 10 80 1O 40

73 20 160 20 80
74 20 320 40 320
75 40 640 εO 320
76 40 640 80 320

明ナ相違ヲ認メルコトガ出來ルー艶チA型豚血涛ハ各例二於テ凝集便ノ差異ハアルクレドモ

ー般二各型人血球二暑一榛ナ凝集贋テ示スモノガ多ク，申ニハ多少人血球ノEレッエブトー

ル」テ有スル血球二勤シテ梢高イ凝集｛賢テ示スモノ，或ハ多少O型及B型人血球二稿高イ凝

集便テ示ス傾向ノ認メラレル血清モアル、之二反シテO型豚血清ハ殆ンド凡テニ於テAレツ

エプトール」テ有スル人血球ニノミ著シク高イ凝集便テ示スノデアツテ，極ンテ少藪二於テ

ハ夫・ノト固時二B型人血球ニモ高イ凝集贋テ示スモノモアル．

 次ニコノ60頭ノ豚血清1チ各型人血球二封スル凝集贋ノ所謂型特異的菱異テ目標トシテ之テ
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 第十表ノ（一）
豚血清ノ各型人血球二
勤スル凝集慣ノ型特異
的菱異ニコル分類

血蒲
番號

I

皿

O A 1B AB
。。一。。

20140
40i60
言81言8

・！・

艶隻9
・・1・・

2020
1010
5．5
2020
2020
20j20

40 16⑰  40
10180110
401240140
20≒ユ60！20

窺萎1菱

1 i2080120
540≡524012
10180110
20 420－ 20

！  1
釧姜91隻割

181§呂118

1 ！10160101 12080201  1

10i60－0
101601051160i5
1 1

20’120．20
2012020201160i20
518d10

、・1・1，l1

義に11認31。

唯；1；1菱1萎

 4］0－200－4020

側111蟻

 嚢i111・11；割1・・／

萎．嚢嚢1菱」1

 的1・。1。・1。。1。

性二目

水

第十表ノ（二）豚血清ノ「型的差異」五型

血清時 豚 人 豚血蒲稀緯借激性二目 血 血
ル分類 蒲 球

5  10  20 40  60 80 120 160240320480

O
第 什什十一一一一一一一一
二 A 甘什十一一一一一一一一I

囚 丑 十十代十一一一一一一一一
號

AE 丹丹十一一一一一一一一
■                            一

O
第 什料十一一一一一一一一
二 A 冊拙併冊榊什甘十十十一■

五 lB

甘十十十一一’一一一一一一
號

AB 帯柑冊拙＃什十十十十十一

O
第 什十十一一一一一一一一

A 什十十一一一一一一一一III 九
1B

什榊・H・仲十十一一一一一
號

AB 糾柵甘十十一一一一一一

O
第 冊什十十一一一一一一一
四 A 冊州冊冊併糾せ什十十十1V
八 B 柑朴鼎柵什什什十十十一
號

AE 冊冊冊冊什甘什十十十一

O
第 料十十十一一一一一一一一
二 A 十一一一一一一一一一一V
八 B 十十什十一一一一一一一一
號

AB 甘十一一一ロー一一一一

分類スルトキハ第10表ノ（ユ）二示ス如クデアツテ

1．各型人血球二勤シテ暑等シイ凝集贋テ示スモノ．斯榛

ナ血清ハー般二其ノ凝集贋ハ高クナイノガ普通デアツテ，之

二麗スル血清ノ1例テ撃ゲルナラバ剃0表ノ（2）ノIノ如キ

モノデアル．斯様ナ血溝ガ15例デ総数ノ25％二棺鴬スル．

2，Aレツ虻ブトール」テ有スル人血球二錫シテノミ著シク

高イ凝集便ヲ示スモノ．斯康ナ血清ハA型及AB型人血球二

勤シテハ藪10僻乃至数100倍鱗撃血清二於テ狗凝集反磨テ呈

．シ，O型及B型人血球ニハ極メテ低イ凝集慣テ示ス．共ノ1

例デ撃ゲルナラバ第10表ノ（2）ノエIノ如キモノデアツテ，斯
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様ナ血清ハ29例アツテ総数ノ48％二相當スル．

 3．Bレッ足プトール」テ有スル人血球二対シテ，他ノ0型及A型血球ヨリモ梢高イ凝集慣

＝テ示スモノ．斯様ナモノハー般二其ノ凝集贋ノ型的差異ガ顯著デハナイ．英ノ1例テ撃ゲル

ナラバ第10表ノ（2）ノIHノ如キモノデアツテ斯様ナ血蒲＝ガ4例アッテ縄敷ノ約7％二相當

スノレ．

 牛0型人血球二錫シテノミ低イ凝集贋テ示シ，他ノA，B，AB型人血球ニハ高イ凝集慣

テ示スモノ．斯様ナ場合二A型血球手B型．血球トニ針スル凝集慨テ比較スルト雨着二於テ大

差ノナイ血清モアルガ（第工0表ノ（2うノIVノ如キモノ），一般二A型血球二対シテハ皿型血妹

二対スルヨリモ御高イ凝集｛質テ示スモノガ多イ．乏二属スル血清ガ6例デ総数ノ1q烙二相當

スノレ．

 5．0型及E型人血球二野シテ，A型人血球二対スルヨリモ稿高イ凝集便テ赤スモノ．新ノ

場合二於デモ共ノ凝集慣ノ型的差異ハ饒リ顯著ナモノデパナイ．英ノ．1例テ撃ゲレバ第10表

ノ（2）ノVノ如キモノデアツテ，斯康ナ血清ガ6例デ纏藪ノエq％二和當スル．

 以上述ベタ如ク實験ノ物メニ鴬ツチ余ガ抱イタ想像ハ適中ジニ同種血球凝集反確ニコル豚

血液ノ分類ト，豚血済ノ各型人血球二対スル凝集贋ノ所謂型特異的塞異トハ密接ナ繭係テ有

シテー暦ルコ｝ガ愛二於テ講明セラレタ．

 耐シテ豚血清ノ各型人血球二対スル凝集贋ノ型特異的差異テ目標トシテ豚血液テ分類スレ

バ五型二分類スルコトガ出來ル穣二思フ．

     第二節 豚血清二含有セラ1ノノレ人血球型特異性凝集二就テ

 前節二於テ逸ベタ如ク豚血清ノ各型人血球二対スル凝集便八人血球ノ型ニョツテ型時異的

ノ差異ガ係スルモノガアツテ，既二之ノミデモ豚血清中ニハ人血球ノ型特異性凝集素テ含有

シテヰルモノガ作スルコトテ推定セシメルノデアルガ，各型人血球テ以テ吸着試験チ試ミル

ナラバ愉一暦顕著トナルデアロウト考へ之ガ實験テ行ツタ．

 費験方法

 非働性豚血清ノ稀緯液一定量二法樵人血球沈澱チ血清1・等量二加ヘテヨク混和セシメ，室温二1時間乃

至2時間放置シ英ノ間暗≒軽ク振濫シ，之ヂ遠心機二装置シテ其ノ上清ヂ振リ，之二就テ各型人血球二対

スル凝集慣チ測定シ，慶置シナイ血摘ノ夫レト比較スル．

 實験成績

 A型豚血清及O型豚血清各6例宛二就テ各型人血球テ皿テ吸着試験テ行ツタノデアルガ英

ノ域績ハ第1i表及剃2表二示ス様二豚血流ハ人血球二部スル種族特異性異種血球凝集素テ有

スルト同時二，豚血清二ヨッテハ

 1．人血球ノAレツェフトール」二釣スル型符異性異種血球凝集素テ育スルモノ．

 2．人血球ノBレツェフトール」二対スル型符異性異種血球凝集素テ育スル｛ノ．

 3．人血球ノAレツェフトール」二対スル型特異性異種血録凝集素トBレッープトール」二

対スル型特異性異種血球凝集素トチ併有スルモノ．

                   【1I3】
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第十一表

水

豚血清ノ各型人血球ニコル吸着試験

豚血滴香號 ㎞・（・型〕  1 No．9（A型）

魔直前 ○デ吸着 A吸着デ 叶瀦≡ 慶直前 0デ吸着 Aプ吸着 lBヂ吸着

L」 凹，

… 一
…      ’

O A B O A「B｡ O A B O A 巫 0 A lB O
lAiB

0 A 把 0 A E

」           o ＿＿一 I    I  I ユ

5 甘 十十 什 十十 什 ｝柵
■ ， 冊 一 一一 一 ■ i 一 ， 併 一 一 一

10 十十 付 十十

一 ，
十十

， 一 せ ■ 一 ‘ 十 十 淵 一 一 柵 ■ ■ 淵 一 一 一

20 十 十 十 一 一 十 一 ， 十 一 一 ■ 十 十 什 一 ■ 什 一 一 什 一 一 ・

40 ± 十 十 十 十 一 一 一 什 果 ■ 什 一 一一 一 一 一 一 一 」
十 一 ． 一

60
一 ， 一 ， ・ 一 一 一 一 ■ ， 一 ■ 一 十 一 一 十 一 十 一 ■ I

βO
■ 一

一一

i ・ 一 一 ■ ■ 一 一 一 一 ‘ 十 ■ I 十 ■ ■ 士 一 ■ 一

120
一 一 一 一 一 一 一 ， 一 一 一 ■ ■ 一 一 ■ ， 一 ■ 一     一 一 一 一

160 ・■ ， 一 一 一 ■ 一 一 ， ■ 一 一 一 一     ・ 一 一 一 一     一 一 一「

豚血蒲番鑓 No．29（A型） Nα34（A型）

＼才∴ 産直前    一Eタ吸着1・デ瀦一 Bプ吸着 鱗1 ○プ吸着 Aデ吸着 Bデ吸着

一 」 …I一一’I．

纏汽1・ F
A B O ABO A Bl O A1把

rOlA

lB O A B O
。』

O A 1B

1一 v
一 ■      I

5 淵
升！

■

！一一十  一i一‘1一

一 一 ■ 耕
11 l
什

冊一 一 什 十十

一 一 什 ■
十十

・

10 十十 什． 丹，
■ 一 ■一 一 口1■

P 一 一 一 甘 什

 ，什

一 十 什 一 I
十十

・ 十 一

20 十十 十一 什 ■ ， ， ， 一1， 一 一 ・
什一 十 十 一 一 十 ■ 一 十 ・ 一 ・

40 十 十一「
■ 一 一 ，一■ 一 i ， 十 一 ± 一 一 ’ 一 ■ 一 ■ 一 一

60 i 一 ■ i ， ‘ 一

：■一一

i 一 一 ， 一 一 一 ■ 一 ． 一 一 一 一 一

80 ＿！＿
一 一 ， 一 ，

一     一 一 一 1 ． ・ ， 一 一 ■ 一 I 一 一 ■ ・

工20 一 一 ， ■ i ， 一 一
■一

■ 一 一 一
一    一

一 ’ 一 一 ， 一 一 一 ・ 一

160 一 一 一 ， ， ， 一 ■ 一 ・ ■ 一 一 一 ■ 一 一 ■ 一 ． ・ ・ ■ 一

lBテ吸着

豚血清番號1

＼∴㌣      慶直前

鮒苛卜）1・・

No．36 （A 型〕

5

10

20

40

60

80

120

160

仲一仕什一

片仲仕一

十十1＋’

＿＿1！
  1
  ＿！

○テ吸着

一1A

口1

i1

Aブ吸着

OlA週

十r  ＋1

1－l
 l l

 ＿l

 I－l

  l l

一一 P■

Bデ唆着

0 A

」

1

No．49 （A 型）

竺剛・テ吸着ト瞥

lO

十

A B」O

十 代

什

十
1。

〕
1；

一一 P一

 l11
A■lB O．．L」皿」

一・

什

什

十

十十

代

十

。1

Bテ｝吸着

O

1

A E
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第十二表 豚血清ノ各型人血球ニコル吸着試．験

80

120

160

240

320

   No．8（0型）

塵直前10テ吸着AテI吸着丑ア吸着
一一一一

@一一一一・一一一 ・一一一一一一 ・一一一 1

1） m小・〕川卜一1川…

    l  l  l   ｛十十舳什■ P排利一一村・淵，
十柑十十一■札付一一一十一十十一

一十十十’H＋＋’一±一村一
＿甘＿＿1＋＿＿＿1＿＿十．＿

一十一一1＋一ロー，一十一

一十一一1土一一一’一一一一

＿＿＿
v＿＿＿」＿＿＿＿

   No．10 （O 型）

「幽寿正吸茅馬颪玉，吸幕1

’一一」1－I－ P■∵■
「）

vA巫OA hーOlA．B」OAB

桝柵1耕L5相1■一一、一一冊一
   i－l l1＝井糾什1一一冊一一一一一一rH＋一
   11  1！  。‡1仁茸1二！二：］二1二｝二

」什＿1一＿！＿」＿L料＿、

二1羊二i二‡！二1二≡二r1二㌣二

」・…一・1＋＋斗・
一十一一十rl一一1一一一・一
 ＿＿＿」■LL＿＿＿
一に   ≡「」1

漆
  No．11（0型）

慶直前 （）ヂ吸着Aデ吸着

・… 」…）・丑

Ψ 1■ 1兀 ■■一 簡
π1幾1■判1 ■． 一 ’Ih

．‘一 I’ ．一I

1O 什 糾 什 一 一 1 一 一 一 冊 i 十 排

20 十 州 十 一 i 一 ■ 一 ■ 拙 ， 一 冊

40
・ 朴 一 】 ・ ． ・ 一■ ■

十十

一 ， 拙

60
一 什 一 ・ 廿 一 ■一 一   一 一 料 i 一 甘

80
一 十 一 一 十 ；， ‘ 一 一 ■， 斗 一 一

」
什

120
・ 十 一 ， 十」 ， 一 ， 十 ， ■ 十

160
・ 十 ・ 一

11一   ， i

， 一 ， ‘ 一 一 一 十

240
一 一 一 一 ■     一ﾟ 一 一 一 一 一 一 i 十

320
一 一 ■ 一

■一   ，

一 一 一 ■ ， 6 6 ．

什洲朴一1冊一一一 g

      No，17 （O 型）

二Bア吸着 鹿直前 Oテ吸着Aデ吸着Bデ吸着
．＿＿一＿．＿＿L一」一＿．一 ＿．1＿＿＿一

・■…二⊥ビニ・ピー・Lヨ∴一

一二｝  什≡柵コ出1－1冊■冊一一冊一冊一

 1  排一］拙！料＿＿什＿榊＿
     叶」冊1＋．＿＿十＿十卜
     十＿一井1＿＿．＿＿＿丹［

     一一十H一一≡一’一十，

     一一升「1一’，十1
     一’十：，I」ii一十一
     ■一十≡一一に一一■
     一，1－1一一一・一i．一     ＿＿LL」＿＿＿＿＿

漆竿

80

120

160

240

320

No．37 （0 型）

○デ吸着Aア吸茸把プ吸謝

 1      二樗
101A…ABニヨ今B
＿冊L＿＿＿＿柵＿
■十十■一一一一十十一

二‡二二．二1二二‡二

一’一■ P一，一■

   No－48 （O 型）

塵直前 Oデ吸着Aデ吸着FBデ吸着

 「」’
O A E

柵一冊柵

什糾拙
‡1雄1軌

＿1糾＃

冊什
什朴
什十

十十
十十
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892 水

 等ノ種々ノ血清ガァルガO型人血球二対スル型特異性ノ凝集素テ有スルモノハ認メラレナ

カッタ．

 以上述ベタ嚇責ハ宮崎㈹氏及．正道エ22順ノ賛験嚇資卜致スルノデアルガ，愛二特二余ガ

興味テ感ズル事ハ0型豚血精二於テハ殆ンド例外ナク人血球ノAレツェフトル」二勤スル

型特異性異種血球凝集素テ含有シ，A型豚血清ハ歴々人血球ノBレツープトル」二対スル

型特異性異種血球凝集素テ有シ，Aレッτプトル」二対スル型特異性異種血球凝集素ハ之

テ金ク有シナイカ，假令之ラ有スルトモ極メテ低イ凝集贋テ示スニ過ギナイト云フ事費デ

ア」レ．

 余ハ第三章第二勘二於テ，豚同種血球凝集素ハA型人血球二依ツチ吸着セラレルコト遊ナ

ベ，豚血液ノ同種血球凝集反艦上二於テ或ル」群（印チA型）豚血球ノ被凝集怪物質ト人血球

ノAレツェフトール」｝ハ類似ノ性質テ有スルモノカ又ハ同一ノモノト推定シタノデアルガ，

本節ノ實駿二於テ其ノ推定ガ正二肯緊二鴬ソテヰルコトテ裏書キセラレタ感ガアツテ，豚血

球ノAレツユプトール」ト人並ユ球ノA1ノツェフトール」トハ共通性テ有スルモノデアルト思

ア．荷コノ事費二就テハ後節二於テ詳述スル．

第三飾 O型豚血滴＝中二含有セラレノγ豚同種血球凝集素

    Anti－Aト同血清中二存メノγ人血球ノAレツェプ

     トニ〃」二勘スノγ梨特異性凝集素トノ關係

 一第三章及第六章第二節二於テ述ベタ榛二，0型豚血清中ニハ豚同種血球凝集素Anti－Aト

人血球ノAレッtプトール」二対スル型特異性凝集素トガ含有セラ1ノテヰル．

 而シテ豚同種血球凝集素Anti－AハA型人血球トモ結合シ，O型豚血清テA型人血球ニテ

吸着スルトキハ豚同種血球凝集素ト人血球Aレツェフトール」二列スル型特異性凝集素トチ

同時二吸着除去スルコトガ出來ル．侃デ英ノ逆二〇型豚血清（豚同類血球凝集素及A型人血

球型特異性凝集素テ有スルモノ）テA型豚血球テ以テ吸着シ，英ノ豚同種血球凝集素ヲ金ク

吸着除去シダ後各型人血球二対スル凝集償テ測定シテ見ルニ，慶直後ト離モA型人血球二対

スル型特異性凝集素ノ凝集贋ハ塵置シナイ血清ト殆ンド差異ナク存在スルノラ認メタ．邸チ

豚血球ノAレツェフトル」ハO型豚血清中ノi同種血球凝集素Anti－Aトノミ結合スル能カ

テ有シ・木血球ノAレツェフトル」二対スル型特異性凝集素トハ結合シナイガ・人血球ノ

Aレツー・プトール」ハ葉ノ両者トモ結合スル能カラ布シテヰル．既二A型豚血球トA型人車

球トノ「レツェフトール」ノ共通性アルコトハ之テ遊ベタノデアルガ，本節ノ實験ヨリ之ヲ考

察スルトキハ豚血球ノAレツ皿プトール」ト人血球ノAレツェフトール」トハ完全二同一ノモ

ノデハナク，共ノ共通性ハー部分デアツテ，人血球ノAレツェフトル」ハ複雑ナ構造テ有

シ，豚血球ノAレツ止プトール」ハ簡堆ナ構造デアツテ，英ノ構造八人」五ユ球ノAレツtプト

ール」ノ中ノH部分二通ギナイモノト思考セラレルノデアル．

 玖二豚血清ハ比較的著明ナ緬羊及山羊血球二割スノレ正常溶血素デ含有シテヰルモノデアツ

                  U16】
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テ，英溶血素ハ海猿腎細胞或ハ馬臓器等テ以テ金ク吸牧セラレルガ故ニフォルス千ン氏抗糧

ト見微スベキモノデアルコトバ既二知ラレタ事デアル（Friedemam㈹谷口博士エη〕）・

 而シテ1924年二ScMf u．Adelsbεrgoポ7〕比等ハA型人血球ハ羊血球ト「ひツ【ブドール」ノ

共通性テ有シ，叉7キルスマン氏抗原テ含有シ，7才ルスマン氏抗鐙ニヨツテ凝集セラレル

コトカ報告セラレテヰル．敬二〇型豚血清中ノ人血球Aレツェプ和一ル」二対スル型特異憧

凝集素ハ該血清テ緬羊叉ハ山羊血球テ以テ慶置スルコトニ依ツチ如何二影響セラレルカテ槍

スルコトハ必要ナ事デアルト思7．

 価デ0型豚血清（豚同種血球凝集素及人血球ノAレツェフトル」二勤スル型特異性凝集素

テ含有ス）ラ緬羊及山羊血球テ以テ吸着シ，吸着後二於テ緬羊及山羊血球二対シテ溶血作用

テ有シナイコけ確カメ，之二就テ各型入血球二対スル凝集贋テ稔シ，何等慶置シナイ血精

ノ夫レト比較シ，殊二A理人血球二野スル凝集慣ガ如何二影響セラレルカテ見ルニ，第13表

二示ス榛二第48號豚血清ハ緬羊血球ニテ吸着シ，第フ6號豚血清ハ山羊血球デ吸着シタノデア

第十三表

豚血清 M・・ 1 “・・
■■凹

慶直前
⊥一’ o＾■■一一一一一一〇I一一  一一一…，■

   申一                         一        川

ｾ筆墨警1虜直前1当季墨薯
一L {

｝一’．IH■

血

OA嘔 OA巫 OA把 OA巫稀

5 拙冊糾 冊糾耕 科料ぺ冊柵耕
1O 什耕糾 井冊柵 冊冊柑 丹拙冊
20 十糾糾 十代糾 井糾糾 什糾冊
40 十拙冊一 一仕柵 十拙仲 十代十
60 一仕付 一十・H・ 一拙十 ・十一
80 一冊什 一十代 一冊一 一十一
120 ．什十十 一■ ¥ 一寸一 一   一一一  口

160 一月十 一一 ¥ ＿什＿1＿＿＿
240 一十十 一一 ¥ 一寸一 一    一  口

320 一十十一 一    一    一 一十一 一     ■  一

480 ．十一 一   ・   一 一十一 一  一   一

640 一    一   ■一

一一一 P一十一 一    ．    一

ルカ，何レノ場合二於デモ慮直後ハ魔置シナイ血清二比較シテ，A型人血球二聾スル凝集便

ノミガ顯蕃二低下シ，他ノ型ノー血球二勤スル凝集償八大差ガ認メラ1ノナイ．印テO型豚血清

中ノ人血球Aレツェフトル」二勤スル型特異性凝集素ハ緬羊及山羊血球チ以テ英ノー部分

吸着セラレルモノデァルコトテ認メタ．耐シテ多量ノ緬羊及山羊血球チ用ヒテ吸着シテモ，

Aレツェフトル」二対スル型特異性凝集素ハ金ク吸着除去スルコトハ拙來テイデ常二葉ノ

｝部分ノミ吸着スルニ過ギナイ．師チ愛二於デモA型人血球ト緬羊及山羊血球トノ「レツ＾
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プトール」ノ共通性テ認メ得ラりレガ，ソレモー部分デアルト思考セラレル．而シテ0型豚

血清中ノ豚同種血球凝集素ハ緬羊波山羊血球ニテハ吸着シ得ラレナイコトバ前二述ベタ．

 豚血清ハ緬羊血球二対スル凝集素チ含有シテヰルモノガアル，英ノ凝集慣ハ余ノ測定法

（第三草第一節ト同様ノ方法ニョル）ニョツテ検スルトキハ狙清原液ニテ辛アジテ凝集反騰チ

認メル程度ノ血清カラ16侶謙簿血清ニテ衡陽性ノ程度デ豚血清個々ニヨツテ可残高低ノ養異

ガアルガ，夫レト豚ノ血液型トハ開係カナイ様二思ハりレ．而シテ英ノ凝集慣ハ薬ノ血清ヲ

A型人血球テ皿テ吸着シテモ影響セラレナイ．師チ英ノ凝集素・・緬羊血球二対スル種族特異

性ヂ有シテヰル．

      第四節豚血清中二存スノγ人血球ノBレツェプト

           一〃」二甥ス〃型特異性凝集素二就テ

 豚血清ノ或ルモノニ於テ人血球ノBレツェフトール」二対スル型特異性凝集素ヲ含有スル

コト八本章第二節二於テ之テ述ベタ．

 家兎血球八人同種血球凝集素βト結合スル性質テ育スルコトハ既二周知ノ事デアツテ，家

1兎血球ニハ人血球ノ正1レツェフトル」ト類似バ性質ガアルモノト想像セラレテキルノデァ

ル．側デ豚清中ノ人血球ノBレツェフトール」二靭スル型特異憧凝集素八家兎血球ト縮合ス

ルカ否カラ検スルコトハ必要ノ事ト思考セラレル敬二，人血球ノI…レツェブト’ル」二勤ス

ル型特異憧凝集素ヲ含有スル豚血清（第11表ノ第g號血清及第12表ノ第48號血清）二法樵家兎

血球テ加ベテ吸着テ試ミタノデアルガ，第14表二示ス榛二血清テ家兎血球テ以テ慶置シダ後

               第十 四表

豚血滴 No． 9 No． 48

虜置敵 象兎血球ニテ吸着 塵直前 家兎血球ニテ吸着

0A皿兎 0AR兎 （）AB兎 OAB兎
5 甘什拙甘 料什冊， ・H＋冊搬冊 柵朴柵一
10 十代柑十 十十耕一 什冊榊冊 什什耕一
20 十十冊± 一一 ﾙ一■ 十代拙冊 十冊冊一
40

一一 ｺ一 一一 ｿ一1 十冊糾什 一冊冊一
60

一一 ｡一 ｝一 ¥一一 一．併せ十． 一冊什．
80

一一 ¥一 一一一 P一仕什十 一冊十一
120 ■一   一   一   ・一一

一一一一 C一 ?¥一 ・十十一
240 一    一    ’    ・ 一一一一1一十十一 一十一一
320 一    ■    ・    一

一一一一 活齒¥一一 一   一   ■   ■

モ各型人血球二勤スル凝集贋ハ慶置シナイモノ｝殆ンド差異カナク，殊二人血球ノBレツi

プトル」二対スル型特異性凝集素モ殆ンド影響カナイ．之ヲ以テ観レハ家兎血球八人同種

血球凝集素βト結合スルクレドモ豚血清中昌存スル人血球ノEレツ虫プトール」二対スル型

                【m8】
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特異性凝集素トハ結合シナイデァッテ，之二体ツチ人血球ノBレツェフトル」ト家兎血球

申二存スル人血球ノBレツユプトール」ノ類似ノ性質トハ金ク同一ノモノデハナイト考ヘラ

レル．荷正常家兎血清中二稀デハアルガ人血球ノBレツ缶ブト，ル」二対スル型特異性凝集

素ヲ合有シテヰルモノガ存スル事費（余及水谷㈹）及逼型人血球テ以テ家冤チ冤疫スルトキ

ハ困難デハアルガBレツェフトル」二対スル型特異性冤疫航髄テ得ラレル事等チ考ベルト

上述ノ推定ハ盆々肯定セラレ得ベヰモノト思考スル．

第七車 人同種血球凝集素ト豚血球

 19IO年二v．D置㎎・m u一田・・chfe1d（”比等八人並涛テ諸種動物血球テ皿テ吸着試験テ行

ヒ，家兎，犬，猫，馬等ノ血球八人血清中ヨリ當該動物血球二対スル異種血球凝集素テ吸着

スルト同時二人血清中ノ人類同種血球凝集素βデモ吸着スル性質ヲ有スルコトテ認メ，又比

等ノ強シダSchimpanseノ血球八人血清中ノ同種血球凝集素朴結合スルモノガアルコトチ

報告シク．次イデ19工1年二趾。ckmam（別ハ犬血球ノ多クノモノ八人同種血球凝集素βト結

合シ，少数ノ犬血球ハ“モ結合スルモノガァリ，生血球ハ展々人同種血球凝集素βト縞合

スルコげ報告シク．英俊二於テ斯様ナ實験ハHo．k6・andAnd6正s㎝U口〕白井㈹，深町｛21〕，

宮崎U岳〕，Th・m・㎝・．K・mp U！〕等ニヨツテ種々ナ動物血球二就テ研索セラレクトコロデア

ツテ，人血球ノAレジェフトール」及Bレツェフトロル」二類似ノ性質ハ廣ク動物血球ニモ存

在スルモノト考ヘラレルニ至ツタ．

 豚血球二就テハS・ym・mwsk1氏寺ガ分類シダA型豚血球ハA型人血球ト類似ノ構造テ有

スルモノト想像シテキルノデアルガ，英ノA型豚血球八人同種血球凝集素ト極メテ微弱二結

合スルノミデアルト云ツテヰル．

 之二反シテ宮崎｛一藏1氏ハ豚血球ハ常二多少人同種血球凝集素βト結合スル憧質ラ有スルコト

テ吸着試験ニヨツテ認メ，豚血球申ニハ人類同種血球凝集素原A二似タA’トモ穗スベキモノ

ハナイガ，常二多少ノ人同種血球凝集素原B二B’テ有シテ居ルト逆ベテヰル．氏ハ豚血液ノ

同種血球凝集反騰ヨリ見劣豚血液ノ分類二就テハ實験セラレテ屠ラナイノデ吸着二使用セラ

レタ豚血球ガ英ノ何レノ型二馬シテヰルカテ知ルコトガ出來ナイガ，S・ym・nowski比等及

余ガ讃明シダ如ク豚血球ノ或ルモノ八人血球ノAレツェフトル」ト部分的共通性テ有シ，

或ルモノハ斯様ナ性質テ有シテヰナイノデアツテ，此ノニツノ異ツタ豚血球ガ人類同種血球

凝集素二勤シテ各々異ツタ反旗テ呈スルカ香カテ究メルコトハ必要ノコト・思フノデ愛二吸

着實駿テ試ミタノデアル．

 賢験方法

 0型人並滴（同種血球凝集業工及βテ含有ス）ノー定稀耀渡一定量二数回生理的食麗水ニテヨグ洗瀞シダ

豚血球ノ沈澱チ血蒲ト等量二加＾，室温二1時間乃至2時聞放置シ，之チ遠心機二装置シテ上蒲チ探リ，

之ミ就テA型及B型人血球二勤スル凝集慣1テ測定シ，塵置シナイ血清ノ夫レト比較スル．

 貿験成績
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第15表二示ス淳二〇型及A型豚血球ニテO型人血清チ夫々吸着シタトコロ，豚血球ハ其ノ

血球ノ型ノ如何二鉤ラズ，恒二人同種血球凝集素βラ幾分吸着スルノテ認メタ．綴キニA型

豚血球トA聖人血球トノ「レツ世プトール」ノ共連性テ謹明シタガA型豚血球八人同種血球凝

第十五表
血 溝

標倍籔○型人並満
棲準血球

5    10   20   40   60   80   ユ20  160  240  320

吸着前
AB

冊冊什什十十一一一一B甘甘十十十一一一一
No・7（A〕
ﾘ血球ニテ吸着

A丑

冊甘什十十±一一一一¥一一一一一一一一一■血 漬 潔 債 敷
○型人並蒲

標準血球

5    10   20   40   60   80   120  160  240  320

吸着前
A皿

拙冊朴什什十十．十一口B冊朴竹村什十十一一
N皿17tO）
ﾘ血球ニテ吸着

A丑

冊榊什什十十十十一一一Eけ・トト十士‘一一一一一
血滴稀曝借・型人並蒲憾

51020406080120160240320
吸着前

AB

冊料淵什什丹十十十一B冊冊冊什丹什．十十十
N。・18（A）豚血球ニテ吸着 AE

榊榊冊料甘甘十十・一禔D十十代十一■一・一一一
No．19（A）豚血球ニテ吸着 A嘔

冊柑榊什什仲十±一一B十十料十一一一一ロー
N皿21〔A〕
ﾘ血球ニテ吸着

AlB

冊冊柑什甘什十±一一ﾈ什十一一ロー一一一血 蒲

稀爆倍野0型人並蒲
標準
結 5    10   20   40   60   80   120   160  240   320

吸着前
A丑

柵糾什什十十一．ロー綠�ﾃ什十十・一一・’
N町22（A〕
ﾘ血球ニテ吸着

A理

冊拙甘甘十十一一一一｡十一一一一■一一一
N・・23（O）豚血球ニテ吸着 A丑

拙・糾什そ十十土一一一一¥十十一一一一一一■一
N｝24（A）
ﾘ血球ニテ吸着

A児

冊冊什仲十±一一一一d十一一一一一一一一血 蒲 稀 爆 倍 藪
○型人並蒲 標準

結 51020406080120160240320
@      一一     →        一u        ’’■ ＾

吸着前
AB

冊冊榊什什十十一一一綠菶ｿ十十．十十一一一一
No－25（O）
ﾘ血球ニテ吸着

AB

朴什甘什十十一一一一d十土一一一一一一一
N・．26（A）
ﾘ血球ニテ吸着

A丑

柵柵什料十十一一一■ﾃ十十一一一一一一｝
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集素σトハ殆ンド結合シナイコけ認メグ．

 玖二0型，A型，B型人血清ノ各々テO型豚血球ニテ吸着シ，吸着後ノ血清ガ0型豚血球

ヲ全ク凝集シナクナッタコトテ確カメ劣後，之二A型豚血球テ作用セシメ凝集反騰テ検シタ

トコロ，執レノ型ノ人血清モ0型豚血球テ皿テ吸着シダ後ハA型豚血球ニモ凝集反確ヲ星シ

ナクナッタノデアルーコノ實駿ノ結果ヨリ観レハ人血清中ニハ豚血球二鋭スル種族特異性凝

集素ハ作スルクレドモ豚血球ノA型牛事異性凝集素ハ之テ有シテ居ラナイノデアツテ，從ツチ

人同種血球凝集素αハ豚ノA型血球二部シテ特異性二之テ凝集シナイノデアル．

 以上述ベタ穣二人同種血球凝集素劃トA型豚血球ハ結合セズ，從ツチαハ豚A型血球デ特

異性二凝集シナイ事ヨリシテ考察スルニ，前述シダ豚血球ノAレツェフトール」ト人血球ノ

Aレツェフトール」トノ共通性ハー部分デアルト云フ余ノ推定テ盆々肯定セシメル様二思バ

レル．

 而シテ豚血球八人同種血球凝集素芦ト締含スルガ敬二九テ人血球ノB lノッェフトール」二

類似ノ惟賢テ有スルモノト考ヘラレルノデアルガ，第六章第二節二述ベタ様二豚血清申二堰

々人血球ノI…レツェフトール」二対スル型符異性ノ凝集素ヲ含有スルモノガアルノタ観レハ

豚血球中二作スル人血球ノBレツェフトル」ト類似ノ性質ハBレツェフトロル」ト金ク同一

ノモ・ノデハナイコトバ明カデアル．

第八車豚正常血溝中ノ流山羊血球溶血素

 人及豚ノ正常血清ガ抗緬羊及山羊血球溶血素ヲ含有スルコトハ夙二知ラレタトコロデァッ

テ，此溶血素ハ煮沸緬羊或ハ山羊血球並二海狽，馬等ノ臓器二体ツチ良ク結合吸牧セラレル

ガ放二Z立～“、エ！兵侃誰ト見微スベキモノデアルコトバFriedema㎜，谷口博士等ニヨツ

テ明カニセラIノタトコiコデアル．

 而シテA型人血球ハ羊血球及7すルスマン氏抗原ト「レツェフトール」ノ共通ナ部分チ有

シ，A型人血球テ皿テ家兎ヲ冤疫スル時ハA型人血球二勤スル型特異性侃鐙テ産生スルト同

時二冊羊血球溶血素テ産生スルコトハユ924年二S・hiHu．Ad・1・b・㎎・r氏寺ニヨツテ嚢見セラ

レ，此事費ハH・lb… ．Hi・・記foId㈹，D趾e・㈹，Witob・ki㈹，長澤‘29｝，上道㈱〕及余（近ク

報告ノ豫定）ニョツテ追試セラレ承認セラレタ．愛二於テ人血球ノA型血球ハ羊血球トノ關

係二於テ他ノO型叉ハ思型血球トハ異ツタ難ヲ有スル理デアッテ，從ツチ英ノ血清中ノ抗羊

血球溶血素二於テ何等カノ鰯係ノ存在セントノ豫想ハ思考シ僧ベキコトデアル．SchiH氏寺

ハ此鮎二就テ實験テ試ミタケレドモ，4沈羊血球溶血素ハ血液型二開係ナク，凡チノ人血清二

存シ，溶血贋ト血液型トノ間二特別ノ開係ガ認メラレナイト報告シ，三澤民モ人並溝ノ航羊

溶血素ハ兵ノ型二闘セズ凡チノ煮沸羊血球及羊血球酒精越幾斯ト結合シ吸牧セラレルコけ

報告シダ．然シF・ji・k・（｛舳二糠ル）八人血清中ノ侃緬羊血球溶血素ノ含有量ハ共ノ血液

型トー定ノ開係テ育シ，B型血清ハ繍羊血球二対スル溶血慣高ク，O，A，AB型ノ血清ハ

溶」血慣ガ低イド報告シダ．
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 然シテ豚A型血球八人A型血球トrレツェフトール」ノ部分的共通性アルコトハ余ノ前述シ

タトコロデアツテ，長澤一醐氏ハ豚血球ノ酒精越幾新二牛血清ヲ附加シテ家兎チ免疫シ，抗

羊血球溶．血素テ産生セシメ禍タコトテ報告シ，余ハO型及A型豚血球及夫等ノ酒精越幾新二

牛血清ヲ附加シテ家兎ヲ冤疫シ，O型豚血球反共ノ酒精越幾斯テ抗原トシタモノハ陰性ノ総

果．ヲ得タガ，A型豚血球反共ノ酒精越幾期ニテ免疫シタモノハ，A型人血球テ皿テ冤疫シダ

場合二比シテハ弱イクレドモ，山羊血球二対スル溶血素チ産生シタコトテ認メタ（近ク報告

ノ豫定）．愛二於テ人並涛ノ場合ト同様二豚血清二於デモ共ノ血清中二含有セラレテヰル抗

羊血球溶血素ノ含有量ガ，英ノ血液型ニヨッテ差異アルモノカ，或ハ又A型豚血精中ノ抗羊

血球溶血素ハO型豚血清中ノ夫レト葉バ跳賢二於テ異ナルトコロカナイカト推測セラレルノ

デ，余モ亦之二就テ聖カ研索シテ見タノデアル．

第十六表豚血済ノ抗山羊血球溶血素

  1血
婆血霧；薙  血 満

5 ］0 20

幕幕■高…
40  80 160 320 640ヨ
＿     1

27

32

38

49

58

59

60

61

62

63

71

洲柵 拍手料拙十ト十 一 1

朴甘十土一一一一
州

柵

洲

州

拙

榊

柵

州

十舳

榊

榊

柵

榊

洲

州

柵

州

刊冊

州岳

州

糾

拙

州

州

冊

朴

柵

十榊

糾

桝

十

十干

十代

十

十

’⊥ 一’

刊f1而f㎜m而刊π一
72 O 1榊洲榊冊1甘±一
73 O 冊榊冊珊糾什十
74 O 柵舳州拙什十一
75 O 舳柵冊州州州H
76 O 舳州柵榊州H什十
67 O 冊州H糾什十 一 一
68 A 1冊柵州柵州什→
69 A 州1舳舳州柵什→
70 A 州H糾柵 料 十 一 一

斗

柵州柵榊柵糾十一1
州 州 珊 十舳 州 什 十 一

州 榊 榊 州 珊 柵 十ト 十

州 柵 榊 拙 洲 そ十 一 一

冊珊川珊糾什十■
              書
棚舳州拙什十一一1
舳柵冊州州川拙十1
          ＋

           ＋

           ＋

英ノ豚血清ガ何1ノノ型二麟スルトモ，

タ．

 賓験方法

 豚血滴ノ桃山羊血球溶血僚測定．

ヲI…憧舳生．町家血1中毒チ辺茎『牽自句二手請罪琴…｛／≠ξノ各々テO．5虫看

宛試験管二探リ，之二5％山羊血球生理的食麗水

拝游液チ各々0－5蝿加へ，之二夏二補髄トシテ10

倍稀緯海猿血清チO・5琵1宛加へ轟氏37度ノ艀竈二2

時間攻メタ後氷室二数時間静置シ英ノ戒隷テ讃

ム＝1トニシタ．

 溶血圧態ノ記載ハ舳ハ完全溶血，拙ハ強皮溶

血，十十八中等度溶血，十八弱度溶血，±ハ痕跡

溶血，一八陰’性下シダ．

 豚血清ノ抗山羊血球溶血繋ノ吸飲試験．

 非働性豚血清・㍉海瞑腎麟テ細挫シ生理1的食

鰹水チ以テ数回遠心沈滞シダ汲澱チ加へ，艀樋

二1時固徽メ，之チ遠心機二装置シテ井上溝テ掘

リ， 之二就テ山羊血球溶血反騰チ試ミ， 鹿置シ

ナイ血滴ノ戒綬卜比較シダ．

 賢験成績

 第16表二示スガ如ク正常豚1血液ハー般二

著1リ1ナ｛元山羊∫血L瑚榊1素テ含有シテヰル、

1揃シテ兵ノ溶血燦ハ血清個々ニョツテ多少

ノ高低ハ．組メラレルガ，豚血工沸ノ型ニョツ

テ差異アルモノト諸メラレナイ．

 而シテ豚1oユ清中ノ抗山羊血球溶血素ハ，

海浜腎臓チ皿テ金ク完全二吸牧セラレルコトヲ認メ
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之テ要スルニ豚血清中ノ杭山羊血球溶血素ト英ノ豚血液ノ型トハ何等ノ鰯係テ布シテ屑ナ

イト認メサルテ得ナイ．

第九車 家兎正常並溝ノ抗豚血球凝集素及溶血素

 家兎正常血流ガ航豚血球溶血素テ含有スルコトハ夙二知ラレタトコロデアル（R1ss11nglll，

田原丁寧士㈹〕等）一面シテ家兎血液ノ抗豚血城溶血素ハ腕1慣脂肪磯嗜好性溶血素デア．ルコ

ト八三澤博士〔20〕ニヨツテ明カニセラ1ノク．

 余ハ正常家兎血清中ノ侃豚血球溶血素及凝集素ガ豚血球ノ型ニョツテ差異ガアルカ命カニ

就テ之テ検シダ．

 實験方法

 凝集慣測定法，第三章第一節ノ方法ト同様．

 溶血憶測定法，第八等ノカ法ト同様．

 賓成験績

 20頭ノ家兎ノ正常血清ノ』充豚血球凝集素ノ凝集恢ハ血清原液デモ陰性ノ程度ヨリ30傍稀緯

血清ニテ凝集反鷹テ星スル程度デ，過年数ノ血清ハ5侶稀輝血清ニテ凝集反確テ呈シナイ．

蜘チ家兎血清中ノ｛尤豚血球凝集素ノ凝集便ハー般二低ク，豚血球ノ型ニヨツテ差異アルモノ

テ認メ千尋ナカツタ．

 家兎正常並紛ハ余ノ稔シダ20側ハ人テ｛尤豚血球溶血素テ含有シテヰルノテ認メタ、英ノ溶

血慣八大部分ノ血清二於テ5併称緯血滑（血清縄整燈O．lc，c）デ完全溶血テ呈スル程度デ，家

兎正常並潜ノ緬羊又ハ山羊血球二対スル溶血慣ヨリモー般二低ク，豚血球ノ型ニヨツテ溶血

便二差異ノアノレモノナ認メナカツタ．靱チ正常家兎血清二於テ豚血球ノ型特異惟枕鶴チ謝月

シ得ナカツク．

第十章 総括及結論

 以上ノ實駿ノ紙果テ褒二総括的二述ベルナラバ次ノ如ク，之テ本研究ノ緒論トスル．

 1．豚血液二於テハ微弱デアルガ同種血球凝集素反雌ガ存在シテヰル．而シテ夫レニヨッ

テ豚血液ヲ，人血液ノ様二例外ナク分類スルコトハ困難デァルガ，大証二於テ之テニ群二分

類スルコトガ出來ル，英ノ分類ノ第一群二属スルモノハ血球二被凝集性テ有シ，英ノ血清二

凝集素テ布シナイモノ，第二群二脇スルモノハ血球ニハ被凝集素テ有セズ，火ノ血清二第一

群血球二対スル凝集素テ含有スルモノデアル．印チ豚血液ノ同種血球凝集反確二於テ被凝集

性物質ハー種デ，凝集素モ之二輩擁スルモノー種デアル。

 80頭ノ豚血液ラ之ニョツテ分類スルト第一群二腐スルモノハ35頭（仲％）デ，第二群二魔ス

ルモノハ年5頭（56％）デアツタ．

 2一第二群豚血清中二含有セラレテヰル同種血球凝集素ノ第一群豚血球二対スル凝集債ハ

極メテ低ク血清原液ヨリ最高8傍穣緯血清デ陽性テ星スル程度デ，多クハ2倍乃至4倍稀癖
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ノ程度デアル．

 共ノ凝集素ハ第一群豚血球デ吸着セラレルコトバ勿論デアルガ，A型及AB型人血球ラ以

テ吸着スルスルコトカ出来，英ノ他ノ型ノ人血球，緬羊，山羊，牛，家兎及海狽血球トハ結

合シナイ．愛二於テ第一群豚血球トA型人血球トハ共通ナ「レン・ブドール」テ有スルモノト

考ヘラ・1ノルノデアツテ，余ハ第一群豚血液テA型トシ，第二群豚血液テO型トシ，英ノ血清

中ノ同種車球凝集素テAnti－Aト名ヅケルノガ最モ適當デアルト思フ．

 3．豚血清ハ殆ンド例外ナク，低温二於テ自家血球及同種血球テ．前二述ベタ型二開係ナ

ク凝集シ所謂塞性血球凝集素テ含有シテ届ル．共ノ塞憧血球凝集素ト同種血球凝集素トハ全

ク別個ノモノデァル．

 4豚血液二於テハ同種血球溶血圧嬢モ存在シテヰル．一般二0型豚血清中ニハA型豚血

球二勤スル同種溶血素テ含有シテヰル場合ガアル．然シO型血清ガ常二A型血球テ溶血スル

モノデハナク，叉A型血球ハ凡テO型血清ニテ溶血セラレルモノデハナイー印チ同種血球溶

血圧廠ト同種血球凝集反膝トハ必ズ’シモー致シナイノデアル．

 豚血液ノ同種血球溶血反艦検査二際シテ新鮮豚血清稀裸液テ有騰トシ1テ使用スル代リニ，

海狸血清稀潔液チ榊幟トシテ使用コスル時ハ共ノ同種溶血反嬢ハ著シク増彊スル、

 5．余ハ60頭一ノ豚血清ノ各型人血球二対スル凝集倣テ検シタトコロ，A型豚血清ハー般二

各型人血球二界同程度ノ凝集慨テ示スカ，或ハ多少B型人血球二対シテ穫高イ凝集慣テ示

シ，少クトモA型人血球二対シテ特二高イ凝集慣テ示スコトハナイガ，0型豚．血清ハ之二反

シテ常二Aレツ足プトール」テ有スル人血球二勤シ，之テ育シナイ血球ヨリモ著シク高イ凝

集便テ示シ，殆ンド例外ナク人血球ノAレツェフトール」二部スル特異性凝集素テ含有シテ

ヰル．

 豚血清ノ各型人血球二勤スル凝集慣八人血球ノ型ニヨツテ著明ナ型特異的ノ差異ガアルモ

ノガ多藪存在スル．ソレハ豚血清中二人血球ノAレツェフトル」二靭スル特異性凝集素或

ハBレツェフトール」二対スル特異性凝集素テ含有シテヰルモノガアル爲デアツテ，英ノ存

否如何ニヨツテ所謂凝集慣ノ型特異的差異ガ生ズ’ルノデアル．コレテ目穣トシテ豚血清ラ分

類スル時ハ，五型二分類スルコトガ出来ル。60頭ノ豚血清二就テ之ラ検シダ結果

 （1）．各型人血球二界等シイ凝集俊テ示スモノ（総数ノ25％）

 （2）、Aレヅエプトール」テイ子スル人血球ニノミ特二高イ凝集慣デ示スモノ（総藪ノ48％）

 （3）、Bレツェフトール」テ有スル人血球二対シ，他ノ型ノ血球ヨリモ稲高イ凝集慣テ示ス

モノ（纏敷ノ約7％）

 （4）．0型人血球ノミニ低イ凝集慣テ示シ，他ノ型ノ血球二勤シテ高イ凝集慣テ示スモノ

（売慈婁麦ノ10％）

 （5）．0型及B型血球二部シA型血球ヨリモ梢高イ凝集慨テ示スモノ（総数バ0％）

以上ノ五型二分類シ得ラレルノデアル．

 6．0型豚血清中ニハA型豚血球二対スル同種血球凝集素ヲ含有スルト共二人血球ノAレ
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ツ皿プき一ル」二対スル型特異性凝集素ヲ含有シテヰル．其ノ両者ハ密接ナ關係ラ育シテヰ

ルラシク，A型人血球テ以テ火ノ血清中ノ人血球ノAレツープトル」二対スル特異性凝集

素テ吸着シ除去スノレ時ハ同時二豚同種血球凝集素モ吸着除去セラレル．然シA型豚血球テ出

テ豚同種血球凝集素テ吸着除去シテモ，A型人血球一封スル牛曝性凝集素ハ殆ンド影響セラ

レナイ．豚A型血球八人同種血球凝集素副ト殆ンド締含セズ，從ツチ人同種血球凝集素竈ハ

A型豚血球二対シテ特異性二之テ凝集シナイ．先キニA型豚血球ト人血球ノAレツェフト

ル」ノ共通性アルコトテ述ベタガ此ノ黙ヨリ槻レハ，豚血球ノAレツェフトール」ハ共ノ構

遷簡単ニシテ人血球ノAレツェフトル」ノー部分二於テ共通ナ構造テ育スルモノト想像セ

ラりレノデアル．

 ○型豚血清中二含有セラレテヰル人血球ノAレツェフトル」二部スル特異性凝集素ハ緬

羊及山羊血球テ以テ英ノー部分ノモ吸着セラレル．愛二於テ人血球ノAレッープトール」．ト

羊血球トノ間二「1ノツェフトール」ノ部分的共通性ノアルコトカ認メラレル．

 7．豚血球ハ葉ノ血球ノ型ノ如何二拘ラズ人同種血球凝集素βト多少縞合スル性質ヲ有シ

テヰルガ，αトハ殆ンド総合スルモノガ認メラレナイ．期ノ錨ヨリ見テ豚血球八人血球ノE

レツェフトル」ト類似ノ性質ヲ有シテヰノレモノト見微サレルゲレドモ，豚血球ノ其ノ性質

ト人血球ノBレツェフトール」トハ完全二同一ノモノデパナイ．何トナレバ豚血漬ノアルモ

ノハ順々人血球ノ過レツェフトル」二靭スル牛膿性凝集素テ含有シ，然而共ノ血球八人同

種血球凝集素βト総合スル性質ラ有シテ居ル事ニョツテ明カデアル．

 8一豚血清中ノ抗山羊血球溶血素ハ，英ノ血清ガO型ノ場合デモ或ハA型ノ場合デ毛，常

二海猿ノ腎臓ニテ完全二吸牧セラレ，共ノ溶血便モ血清価々ニョツテ差異ハアルガ，共ノ血

清ノ型ニヨツテ差異ガ認メラレナイ．

 9・20例ノ家兎ノ正常並涛ノ税豚血球凝集慣及溶血便ヲ検シタガ，英ノ凝集硬及溶血慣ハ

豚血球ノ型ニョツテ差異方ナイ．蜘チ正常家兎血清中ニハ豚血球ノ型付異性イ）磯ハ含有セラ

レテ届ラナイ．

終リ；蒲ミ古畑教授ノ御指導ト御校閲テ賜ヅタコトニ鈎シテ深謝ス．
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